
「「学学校校地地域域WWIINN--WWIINNププロロジジェェククトト」」
フフォォーーララムムににつついいてて

【【主主旨旨】】
・・参参加加者者全全員員がが組組織織やや立立場場をを超超ええてて意意見見交交換換
・・学学校校とと地地域域ととのの新新たたななママッッチチンンググ

【【参参加加者者：：約約110000名名】】
・・県県立立学学校校のの生生徒徒・・教教員員、、島島根根県県教教育育委委員員会会・・
同同県県立立学学校校のの生生徒徒、、企企業業、、NNPPOOななどど

（２）プログラミング教育の実践 

   主として本校では、実物のパーツやブロック、カードなどを操作しながらプログラミン

グを行う「タンジブルタイプ」を使用したプログラミング教育を行ってきた。主に先述し

た「プリモトイズ キュベット」「コード A ピラー」である。 

   昨年度に引き続き、「プリモトイズ キュベット」を中心に「プログラミングを学ぶ」授

業と「プログラミングで学ぶ」授業を行った。児童生徒は新しい教材、やったことのない

授業に興味関心を持ち、教員の動作を食い入るように見る姿が印象的であった。活動に入

ると、最初は教員の指示に従って取り組む姿が多かったが、次第に自身で機器を持って主

体的に取り組む姿も多く見ることができた。 

   知的障害特別支援学校におけるプログラミング教育の実践は、全国的に見て数は少ない

が、学習指導要領でプログラミング教育についての記述もあり、障害を持つ児童生徒に今

後実践を積み重ねていく必要がある。その際に、技術の専門家が集う工業大学の力を借り

ることはとても大きなものであると考える。 

 

４ 課題と今後の展望 

（１）課題 

   今年度は新型コロナウイルスの影響で様々なことが中止に追い込まれ、内容も大幅に 

変更しての実施であった。大学との連携については、教職員向けの研修会等に留まり、児 

童生徒に直接かかわる内容を取り組むことができなかった。特に大学との連携については、 

大学側にとってはオンライン授業、授業や行事の変更等の対応により時間をとることが厳 

しい状況であった。 

 また、本校においても休校、分散登校、行事の中止が相次ぎ、通常の教育活動に支障が 

出る上、感染症に厳重に注意しなければならない児童生徒も在籍しており、最終的にこの 

ような状況になるのはやむを得なかったと考える。 

 しかし、今年度の状況を踏まえ、次年度以降も続くであろうコロナ禍においてはできる 

ことを少しずつ取り組む視点もより考えなければならない。例えば他の活動に切り替える、 

関係機関と密に連絡を取り合う、オンラインの活用をより積極的に行う等である。このよ 

うな緊急事態において、もっと早急に他の活動に切り替えることやオンラインを活用した 

話し合いや活動を取り入れる必要があったと考える。 

（２）今後の展望 

   今後も、地域と継続した取り組みを行っていきたいと考えている。本校は県立特別支援 

学校初めての「コミュニティ・スクール」に指定され、地域や企業との連携を深め、活動 

を続けている。 

 本プロジェクトをきっかけに、新たに埼玉工業大学との連携を進め、児童生徒の教育活 

動をさらに充実させるような取り組みと地域の学校として教育活動を行っていきたい。 

 地域と連携することで、卒業後、地域で生活するときの支援者や理解者を増やし、共生 

社会の実現に向けての理解啓発や、地域の学校（小中学校等）で「共に学ぶ」というイン 

クルーシブ教育の推進について、保護者や地域の皆様と一緒に知恵を出し合い、協働しな 

がら児童生徒の成長を支える「地域とともにある学校づくり」を進めていきたい。 
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令和３年

開催方法：オンライン

○第１部 良い学びをデザインする（13:40～）
○第２部 良い学びを実現するチームづくり（15:10～）
小グループ（５人）で生徒と大人が協議します
〈参加者〉約１００人
生徒・・・埼玉県

小鹿野高校、小川高校、春日部女子高校、坂戸高校、志木高校、
不動岡高校、皆野高校、宮代高校
島根県
出雲農林高校、隠岐島前高校、情報科学高校、平田高校、松江東高校、
吉賀高校

関係者・・県立学校教職員、自治体職員、企業・ＮＰＯ 等

ファシリテーター 豊田 庄吾 氏（隠岐國学習センター長）

【略歴】
福岡県大牟田市出身。大手情報出版会社を経て、人材育成会社にて大手企業・中央省庁の研修講師を務める。
また、経済産業省の起業家教育促進事業で、全国300校以上の公立学校にて起業家精神育成の授業実績あり。
2009年11月海士町（あまちょう）に移住。高校魅力化プロジェクトに参画し、高校連携型公立塾、隠岐國学
習センターを立ち上げ、現在同センター、センター長。学校と地域が一体となった人づくりの実践者として、
奔走中。島根県社会教育委員。総務省地域力創造アドバイザー。

１１ 開開 会会（（1133::3300～～））

○挨拶
埼玉県教育委員会教育長 髙田 直芳

２２ 全全員員参参加加ググルルーーププセセッッシショョンン（（1133::4400～～））

３３ 閉閉 会会（（1166::2255～～））
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【ファシリテーター：豊田庄吾氏 
    （隠岐國学習センター長）】 

【掲示板（全体共有）の一部】 

令令和和２２年年度度  「「学学校校地地域域ＷＷＩＩＮＮ－－ＷＷＩＩＮＮププロロジジェェククトト」」フフォォーーララムム    

 

教教育育長長挨挨拶拶（（要要旨旨））                                                                            

 ○今回のフォーラムは、これからの変化の激しい時代を生きる子供たちが、高校生の時にど 

  のような力を身に付け、大人たちがそれぞれの立場で何ができるのかを考える機会になれ 

  ばと考えております。 

 ○平成３０年度に、生徒たちの実社会からの学びを充実するとともに学校の力を地域に生か 
  し、学校・地域が共にＷＩＮ－ＷＩＮな関係となるようこの事業を立ち上げました。 

 ○この事業は、生徒たちが学び考え、行動したことが「実社会で役に立った」という体験が、 

  地域の様々な場所で起こることを願って始めた取組になります。 

 ○フォーラムでは、組織や立場を超えて、生徒や大人、学校と企業などが共に意見交換を行 

  っており、これをきっかけとして、地域や企業との繋がりの意義を深く理解し試行錯誤し 

  ながら、多様な探究活動を展開する学校が、少しずつ増えてきております。 

 

フフォォーーララムムのの概概要要                                                                            

■日  時：令和３年１月１３日（水）13:30～16:30 

■開催方法：オンライン会議システム 

■参 加 者：県立高校の生徒と先生、自治体職員や企業、 

      ＮＰＯなど約１００名 

■目  的：学校で「良い学び」を作っていくために必 

      要となるチームづくりのヒントを探す 

■内  容：参加者全員が２１のグループに分かれての 

      グループセッション 

 【第１部】・参加者がそれぞれの立場から「学校の学びを良くするためにできること」につい 

      て、自分の考えをグループ内で発表 

     ・その内容を掲示板に入力し、全体で振り返りを行いながら参加者全員で情報共有 

 【第２部】・「良い学び」を取り組んでいくためのチームづくりについて意見交換 

  

「WＩＮ-WＩＮプロジェクト」フォーラム 全体共有用
グループNo. 各グループで出た話をこちらに共有してください（キーワードでも可能）

セッション２で、各グループで出た話をこちらに共有してください
（キーワードでも可能）

1
街のいい処を学び、高校生自ら街の食堂と交渉し「マコモダケ」を使ったかき揚げを作る。
自ら交渉したり、メンバーと協力することができたことが成果。探究でしか学べない。
また、今まで興味のなかった自動車販売を探究し、若い世代に車が売れない課題を知り興味がでた。
人と関わることができる探究活動が良かった。

チーム作りには、まず多様性を認め、お互いの意見を尊重する事、対等に意見を出し合うこ
とが不可欠。一部のメンバーも納得しなければ、興味関心を同じペースで進めていくこはで
きない。お互い合意形成が必要。これは、企業の目線からも上司からの指示で行うより、や
りがいを感じて行う業務が成果も良い傾向がある。

2
職業研究を早い段階から始めることで様々な進路を検討することができる。
探求学習では、リーダーを設定することで目標を見失わずに学習を進めることができる。

教育の段階は失敗するのはOK
積極的に発言ができる生徒、苦手な生徒がいるなかで一律評価するのは難しい。
評価する側は評価対象者のやっていることに向き合い、良いことも悪いこともフィードバッ
クして上げる必要がある。

3 知識習得から活用へ　多様性　多様な考え　学校できっかけを得る
自分の視野を広げる　生徒が主体となる学び　ジブンゴト

特別支援学校における魅力化　魅力化の意義とチーム内での共有　共通認識づくり　魅力化
とは　福祉の業種における魅力化　福祉系業種の魅力のつたえかた　大人も子供も一緒には
なす、学ぶ　探求する喜びがこれからの社会を作る　探求する喜びや楽しみを引き出す、呼
び起こす

4 役に立つという体験や気づき

5
自分たちを引き出してくれる　質問してくれる　テンションが明るい　寄り添ってくれる
丸投げ、ただ前に先生が座ってるだけはちょっと…
じぶんごと、挑戦したいという想い

探究的な学びは、何のためにあって、どんな力をつけさせたくて、どんな風に子どもたちが
変容していけるとよいのかを明確にする　具体イメージを共有する　対話する　話がまとま
らないときには日をあける

 

 

 



-30-

■アンケート結果 

 １ 全員参加のグループセッションについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 全員参加のグループセッションの感想 ※原文のまま掲載（以下同様） 

  ・高校生と同じテーマでフラットに話し合えるのはとてもためになります。ただ、高校生 

   と教員では抱えている課題が違うので、テーマ設定が難しいと感じました。 

  ・グループタイムがおもしろかった。高校生のありのままのことばもよかったし、「いい 

   学びについて」という内容を高校生も交えて話し合えることが、有意義な時間だった。 

 

 ３ フォーラムでは、どのようなことを期待されて参加しましたか。 

  ・埼玉県の他校の取り組みがどのように進んでいるのかを知りたかったのと、外部の方た 

   ちとのつながりを期待して参加しました。 

  ・他県の高校生が探究の学びをどう感じているのか知りたかった。また、私は自身も探究 

   や地域連携の知見を得たかった。 

  ・学校を地域に理解してもらうためのヒントを得たいと思って参加した。 

 

 ４ フォーラムに参加して、どのような学びや気付きはありましたか。 

  ・探究学習を実施した生徒さんが「自ら考え、自ら行動したことが楽しい」という言葉を 

   聞けたことは、探究学習本来の取組実践ができている証拠と感じました。この取組は必 

   ず生徒さんにとってプラスになるので、実施を控えるこれからの学校へどのように広げ 

   るかが課題でもあると感じました。 

  ・越境型の学びの必要性を再認識した。 

 

 ５ フォーラムでの学びや気付きを実践（改善）するために、自分自身がまず取り組むこと 

  は何ですか？ 

  ・立場や環境等が違う人と積極的にコミュニケーションを図ること。 

  ・何をするか、ではなくどうやってするかだと思うので、ひとつひとつやることの意味を 

   考え、自分なりの考えをもってやりたい。 

 

 ６ フォーラムの内容等について御意見がありましたら御記入ください。 

  ・ブレイクアウトルームの参加について、大人（先生等）と子供（生徒）とを分けた方が 

   意見交換がしやすく、学びもより深められたかなと思いました。 

  ・グループセッションの内容が教員（学校）側によっていたように思います。参加企業の 

   方にはどのような Winがあったのか気になります。 


